
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Histoohemistry 　and 　Cytoohemistry 　（JSHC ｝

3 ． 硫 酸 粘 液 多糧 類 の ア ル シア ン 青

　　　（pH　1．0）一ル テ ニ ウム 赤 （pH 　2．5）

　　 染色につ い て

名古屋 大学医学部オ 2 解剖

　　　　○山　田 和 順

　　　ノ・テ a ウ ム 赤 は多糖類 の カ ル ボ キ シ ル 基 に

親和性を示 す とい わ れ る （Bonner 　1936 ；Luft

1966 ） の で こ れ を ア ル シ ア ン 青と併用 し硫酸粘

液多糖類 の 二 重 染色を 試み た 。 ラ ッ トと マ ウ ス の

耳軟 骨 、 気管軟骨 、 肥 満細胞 、 大動 脈　胃小窩 、

小腸と 大腸の 杯細胞を含む組織塊 を冷醋酸 カ ル シ

ウ 1．・7 オ ル マ リン （Leppl 　 1968 ）で 固定 しパ ラ

フ ィ ン 切片 と して O．5 ％ ア ル シ ア ン 青醋酸塩 酸溶

液 （pH 　1．　0）で 20 分 染色後 e．5 ％ ル テ ニ ウ ム 赤

醋酸溶 液（pH 　2．5 ）で 5 乃 至 20 分 染色 した 。

これ に よ b 」二記各組 織の 衝酸 粘液多糖類は赤青、

紫 ま た は 青赤色に 染 ま る。切片に メ チ ル 化 、 鹸化、

硫酸仏 リボ ヌ ク レ ア
ーゼ 消化 な ど の 前処置を 施

し た 後染色を行 っ た結果 は、 若干 の 例外 を 除 くと

ア ル シ ア ン 青 と ル テ ニ ウ ム 赤 は 主 に 粘液多糖類の

硫酸基 と カル ボ キ シ ル 基 に 夫 々 親和性 を有す る こ

と を示す。 な　tee ア ル ロ 鼻ダ
ーゼ 消化 に よ り軟骨

や 大動 脈の 可 染性は 減少 す る 。
こ れ らの 事実か ら

こ の 二 重染色法 は酸 性就中硫酸粘液多糖類 の 識別

法 と して 有用 な もの と考え られ る。

4．　 タニ シ大異型精子細胞特殊顆粒の い

　　　わゆ る塩基好性 につ い て

東北大学医学部解剖

　　山 崎 正 博

　　　タ ニ シ の 大異型 精子細胞内顆 粒は PAS 弱

陽 性の 糖蛋白を含むと居め れ、 核酸は検 出され ず 、

コ ロ イ ド鉄 、 トル イ ヂ ン 青親和 性もない に もか か

わ らず、 ア ル シ ア ン 青等若干 の 塩 基性色素に染 り

そ の 染色性は塩 の 共存や pH の 変 化の 影響を受け

に ぐい （Yamasaki ，
1969 ）。 こ ¢）塩基好 性は 色

素分 子 の 大 きさ に関係す る ら しく、
ア ル コ ー

ル や

昇汞を 含む固定 で は 、
ア ル シ ア ン 青丶 ヤ ヌ ス 緑 等

の 大分子量色素に よ く染 り、 小 分 子 量 色 素 に 染ら

な い。オ ス ミ ウ ム 酸 を 含 む 固 定 で は 大分子量 色素

に 染 り難 く、 ア ク リ ジ ン 赤 チ オ ニ ン 等に 染 る。

分 子 量 の 異る色素混合液を用い る と、
この 傾向は

よ b 明瞭 で 、 前群 の 固定 で は大分子量色素を と 圦

オ ス ミ ウ ム 酸固定 で は小分子量色素 を と る 。 す な

わ ち 、 こ の 顆粒の み か け上 の 塩基好性は顆 粒の 構

密度 に よ り左右 され る と考え られ る。ま た オ ス ミ

ウム 酸は ア ル コ ール
、 昇汞 よ りも密度 の 高い 状 態

に組 織構成成分 を 固定する と思 わ れ る 。
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